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第１節　放射性炭素年代測定第１節　放射性炭素年代測定

１．放射性炭素年代測定（2017 年度）１．放射性炭素年代測定（2017 年度）
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤 茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材 7 点について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定

を行った。なお、同じ試料を用いて炭化材樹種同定も行われている（第 3 節１項参照）。

測定試料の情報、調製データは第 75 表のとおりである。試料は炭化材 7 点で、第 3 次調査では、岩陰部ロ 5

の第Ⅱ層群⑨層から 3 点と、ハ 6 の第Ⅱ層群最上面から 1 点、第 4 次調査では、岩陰部ロ 9 の風化礫直下から 1

点と前庭部緩斜面 A1 に位置する円形落込みの 2 層から 2 点である。炭化材は、いずれも最終形成年輪は残存し

ておらず、部位不明であった。

７７

章章
測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-
36226

第 3 次調査
試料 No.1
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 62　

種類 ： 炭化材 （ニレ属）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 0.1N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36227

第 3 次調査
試料 No.2
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 47　

種類 ： 炭化材 （トネリコ属）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36228

第 3 次調査
試料 No.6
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 55　

種類 ： 炭化材 （サクラ属？）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36229

第 3 次調査
試料 No.11
位置 ： 岩陰部 ハ 6
層位 ： 第Ⅱ層群最上面
採取方法 ： 点上げ 31   　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36230

第 4 次調査
試料 No.35
位置 ： 岩陰部 ロ 9
層位 ： 第Ⅱ層群⑥層最上面
採取方法 ： 層位一括　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36231

第 4 次調査
試料 No.37
位置 ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 円形落込み 2 層
採取方法 ： 点上げ 798　

種類 ： 炭化材 （サクラ属？）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 0.1N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36232

第 4 次調査
試料 No.38
位置 ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 円形落込み 2 層
採取方法 ： 点上げ 799　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

第 75 表　第 75 表　放射性炭素年代測定試料および前処理（2017 年度）放射性炭素年代測定試料および前処理（2017 年度）



221

第７章　考古科学分析

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

（２）結（２）結  果果
第 76 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、第

118 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較

正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減

期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標

準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を較

正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：IntCal13、暦年較正結果が 1950 年以降にのびる試料に

ついては Post-bomb atmospheric NH2）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、OxCal の確率法を使用して算出

された 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2 σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界

の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上

の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

（３）考（３）考  察察
以下、各試料の暦年較正結果のうち 2 σ暦年代範囲（確率 95.4%）に着目して結果を整理する。なお、縄文

時代の土器編年と暦年代の対応関係については小林 2017 を参照した。

第 3 次調査は、ロ 5 の第Ⅱ層群⑨層では、試料 No.1（点上げ 62：PLD-36226）は 4832-4719 cal BC (95.4%)

であった。これは縄文時代前期初頭の暦年代に相当する。試料 No.2（点上げ 47：PLD-36227）は、4724-4580 

cal BC (93.7%) および 4569-4557 cal BC (1.7%) であった。これは縄文時代前期初頭～前葉の暦年代に相当する。

試料 No.6（点上げ 55：PLD-36228）は、4233-4053 cal BC (95.4%) であった。これは縄文時代前期中葉の暦年

代に相当する。

同じく第 3 次調査のハ 6 の第Ⅱ層群最上面では、試料 No.11（点上げ 31：PLD-36229）は 1662-1682 cal AD 

(20.7%)、1736-1805 cal AD (54.0%)、1935-1954 cal AD (20.7%) であった。これは江戸時代前期と中期～後期、

昭和時代の暦年代に相当する。

第 4 次調査のロ 9 の第Ⅱ層群⑥層では、試料 No.35（PLD-36230）は、6400-6249 cal BC (95.4%) であった。

これは縄文時代早期後葉の暦年代に相当する。

同じく第 4 次調査の前庭部緩斜面 A1 の円形落込み 2 層では、試料 No.37（点上げ 798：PLD-36231）は

7820-7606 cal BC (95.4%) であった。これは縄文時代早期前葉～中葉の暦年代に相当する。試料 No.38（点上げ

799：PLD-36232）は、8204-8103 cal BC (32.4%)、8096-8036 cal BC (11.3%)、8014-7816 cal BC (51.7%) で

あった。これは縄文時代早期前葉の暦年代範囲に相当する。

木材は最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると内側であ

るほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料では、いずれも最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材であり、

年代測定の結果が古木効果の影響を受け、木材が枯死もしくは伐採された年代よりもやや古い年代を示している

可能性がある。

７７
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測定番号 ・ 試料データ
δ 13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-36226
第Ⅱ層群⑨層
ニレ属炭化材

試料 No.1

-27.11 ± 0.18 5904 ± 23 5905 ± 25 4794-4728 cal BC (68.2%) 4832-4719 cal BC (95.4%)

PLD-36227
第Ⅱ層群⑨層

トネリコ属炭化材
試料 No.2

-29.71 ± 0.22 5806 ± 26 5805 ± 25
4711-4652 cal BC (47.9%)
4641-4616 cal BC (20.3%)

4724-4580 cal BC (93.7%)
4569-4557 cal BC ( 1.7%)

PLD-36228
第Ⅱ層群⑨層

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.6

-28.27 ± 0.16 5314 ± 22 5315 ± 20

4230-4221 cal BC ( 4.6%)
4211-4194 cal BC ( 9.4%)
4176-4154 cal BC (12.0%)
4133-4062 cal BC (42.2%)

4233-4053 cal BC (95.4%)

PLD-36229
岩陰部 

第Ⅱ層群最上面
コナラ属コナラ節炭化材

試料 No.11

-25.84 ± 0.15 191 ± 18 190 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1665-1680 cal AD (18.1%) 
1740-1741 cal AD ( 0.9%) 
1764-1785 cal AD (24.2%) 
1795-1801 cal AD ( 7.4%) 
1939-1952 cal AD (17.7%)

Post-bomb NH2 2013:
1662-1682 cal AD (20.7%)
1736-1805 cal AD (54.0%)
1935-1954 cal AD (20.7%)

PLD-36230
第Ⅱ層群⑥層直上

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.35

-25.35 ± 0.16 7459 ± 24 7460 ± 25
6390-6348 cal BC (32.5%)
6311-6263 cal BC (35.7%)

6400-6249 cal BC (95.4%)

PLD-36231
円形落込み 2 層
サクラ属？炭化材

試料 No.37

-26.31 ± 0.15 8720 ± 26 8720 ± 25 7755-7651 cal BC (68.2%) 7820-7606 cal BC (95.4%)

PLD-36232
円形落込み 2 層

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.38

-27.05 ± 0.14 8843 ± 27 8845 ± 25

8176-8114 cal BC (26.3%)
8058-8044 cal BC ( 3.8%)
7992-7937 cal BC (21.8%)
7927-7918 cal BC ( 2.3%)
7898-7843 cal BC (14.0%)

8204-8103 cal BC (32.4%)
8096-8036 cal BC (11.3%)
8014-7816 cal BC (51.7%)

第 76 表　第 76 表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2017 年度）放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2017 年度）
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第 118 図　第 118 図　暦年較正の結果（2017 年度）暦年較正の結果（2017 年度）
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２．放射性炭素年代測定（2018 年度）２．放射性炭素年代測定（2018 年度）
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤 茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した試料について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。

測定試料の情報、調製データは第 77 表のとおりである。

試料は、土器付着炭化物が 5 点である（第 119 図）。試料 No.IY5-P1（PLD-43804：条痕文土器、第 42 図

64）は胴部内面、試料 No.IY5-P5（PLD-43805：条痕文土器、未掲載）は胴部内面、試料 No.IY5-P9（PLD-43806：

早期前葉～中葉 回転縄文、第 47 図 129）は胴部内面、試料 No.IY5-P16（PLD-43807：押型文土器（山形文）、

第 50 図 164）は胴部外面、試料 No.IY4-50（PLD-43808：条痕文土器、未掲載）は胴部内面から採取した。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

（２）結 果（２）結 果
第 78 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、第

120 図に暦年較正結果を示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が

更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減

期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標

準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.27％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を較

正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-
43804

第 5 次調査
試料 No.IY5-P1、 本書掲載 64
グリッド ： 岩陰部 ハ 4
層位 ： 表層
採取方法 ： 点上げ 371

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43805

第 5 次調査
試料 No.IY5-P5
グリッド ： 岩陰部 イ 9
層位 ： 8 号灰ブロック
採取方法 ： 点上げ 253

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）
セメンタイト化

PLD-
43806

第 5 次調査
試料 No.IY5-P9、 本書掲載 129
グリッド ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 10 層
採取方法 ： 点上げ 281

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 早期前葉～中葉 回転縄文
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43807

第 5 次調査
試料 No.IY5-P16、 本書掲載 164
グリッド ： 前庭部緩斜面 A0
層位 ： 11 層
採取方法 ： 点上げ 187(1)

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 外面
分類 ： 押型文土器 （山形文）
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43808

第 4 次調査
試料 No.IY4-50
グリッド ： 岩陰部 ハ 9
層位 ： 第Ⅱ層群⑥層
採取方法 ： 点上げ 408

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

第 77 表　第 77 表　放射性炭素年代測定試料および前処理（2018 年度）放射性炭素年代測定試料および前処理（2018 年度）
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14C 年代の暦年較正には OxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2

σ暦年代範囲は 95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

以下、各試料の暦年較正結果のうち 2 σ暦年代範囲（確率 95.45%）に着目して結果を整理する。

試 料 No.IY5-P1（PLD-43804） は、6217-6186 cal BC (6.01%)、6180-6140 cal BC (6.87%)、6096-6013 cal 

BC (82.58%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P5（PLD-43805）は、5621-5578 cal BC (37.44%)、5574-5513 

cal BC (45.92%)、5504-5482 cal BC (12.09%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P9（PLD-43806）は、7735-

7592 cal BC (95.45%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P16（PLD-43807）は、7941-7893 cal BC (11.21%)、

7865-7638 cal BC (77.59%)、7636-7606 cal BC (6.64%) の暦年代を示した。試料 No.IY4-50（PLD-43808）は、

5782-5657 cal BC (95.45%) の暦年代を示した。
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1a 1b 2a

2b 3a 3b

4a 4b 5a

5b
1．試料No.IY5-P1（PLD-43804）　 2．試料No.IY5-P5（PLD-43805）

3．試料No.IY5-P9（PLD-43806）　 4．試料No.IY5-P16（PLD-43807）

5．試料No.IY4-50（PLD-43808）

a：全体写真（採取箇所〇印）　b：試料採取箇所の拡大写真

第 119 図　第 119 図　土器付着炭化物の試料写真（2018 年度）土器付着炭化物の試料写真（2018 年度）
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測定番号 ・ 試料データ
δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-43804
条痕文土器

試料 No.IY5-P1
-26.09 ± 0.12 7219 ± 26 7220 ± 25 6079-6028 cal BC （68.27%）

6217-6186 cal BC （ 6.01%）
6180-6140 cal BC （ 6.87%）
6096-6013 cal BC （82.58%）

PLD-43805
条痕文土器

試料 No.IY5-P5
-25.70 ± 0.31 6622 ± 28 6620 ± 30

5617-5586 cal BC （31.07%）
5566-5530 cal BC （34.21%）
5490-5486 cal BC （ 2.99%）

5621-5578 cal BC （37.44%）
5574-5513 cal BC （45.92%）
5504-5482 cal BC （12.09%）

PLD-43806
早期前葉～中葉

回転縄文
試料 No.IY5-P9

-27.07 ± 0.13 8657 ± 32 8655 ± 30

7711-7694 cal BC （11.52%）
7677-7666 cal BC （ 6.44%）
7658-7617 cal BC （33.00%）
7615-7595 cal BC （17.32%）

7735-7592 cal BC （95.45%）

PLD-43807
押型文土器 （山形文）

試料 No.IY5-P16
-26.28 ± 0.13 8742 ± 28 8740 ± 30

7932-7921 cal BC （ 3.43%）
7820-7709 cal BC （49.66%）
7695-7656 cal BC （13.24%）
7619-7613 cal BC （ 1.94%）

7941-7893 cal BC （11.21%）
7865-7638 cal BC （77.59%）
7636-7606 cal BC （ 6.64%）

PLD-43808
条痕文土器

試料 No.IY4-50
-31.66 ± 0.16 6836 ± 27 6835 ± 25

5738-5707 cal BC （43.16%）
5694-5670 cal BC （25.11%）

5782-5657 cal BC （95.45%）
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第 120 図　第 120 図　暦年較正の結果（2018 年度）暦年較正の結果（2018 年度）

第 78 表　第 78 表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2018 年度）放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2018 年度）
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３．前庭部緩斜面９層・10 層出土炭化材の放射性炭素年代測定３．前庭部緩斜面９層・10 層出土炭化材の放射性炭素年代測定
工藤雄一郎・米田 穣

（１）はじめに（１）はじめに
居家以岩陰遺跡の前庭部緩斜面 A トレンチから検出された灰層（10 層）の形成時期を明らかにすることを目

的として、A トレンチの 2 ヵ所のセクション壁面から採取した炭化材について、加速器質量分析法（AMS 法）

による放射性炭素年代測定を実施したので、その結果について報告する。なお、A0 グリッド出土の炭化材は、

第 6 次調査（2019 年）において採取したものである。

（２）試料と分析方法（２）試料と分析方法
a）試a）試  料料
分析試料は A トレンチのメインセクションの A0 部分（メインセクション北東壁）および、A1 の深掘区北西

壁（A0 側のセクション）において採取した（第 121 図）。メインセクション北東壁では主に 10 層の上部に堆積

する 8 層から 9 層の年代を、深掘区北西壁では 10 層の堆積時期を、それぞれ明らかにすることを目的とした。

メインセクション北東壁の試料は、分層された断面から目視で確認できた炭化材を 13 点ピックアップした。8

層に相当する試料が 3 点、9 層（9a ～ 9d 層）に相当する試料が 9 点、10 層下部に相当する試料が 1 点である（第

122 図上）。また、深掘区北西壁でも同様に、分層された断面から目視で確認できた炭化材 12 点をピックアップ

した。C1 から C11 までは 10 層、C12 は 10 層直下の 11 層から採取した試料である。

b）分析方法b）分析方法
2018-、2019- の番号は、工藤が付与した資料管理番号である。分析試料の酸 - アルカリ - 酸（AAA）処理は

国立歴史民俗博物館の年代測定資料実験室において行った。まず、実体顕微鏡下で可能な限り混入物を除去した

後、試料を遠沈管に入れて超純水で洗浄した。続いて埋蔵中に生成・混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除

去するため、AAA 処理を行った。アルカリ処理は

0.001 ～ 0.1mol/l の水酸化ナトリウム（NaOH）水

溶液により、室温～ 80℃の処理を行った（DeVries 

and Barendsen 1954、吉田 2004）。この過程で、一

部の試料は状態が悪く測定に十分な量が残らなかっ

たため、4 点の試料についてはその後の分析は行わ

なかった。

AAA 処理済みの 22 点の試料については、東京大

学総合研究博物館放射性炭素年代測定室（機関番号
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深掘区

A1 A2A0

0 1 : 80 2m

10 層

11 層

円形落込

8 ・ 9 層

第2図上

第2図下

第 121 図　第 121 図　年代測定試料を採取したセクションの位置年代測定試料を採取したセクションの位置
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第 122 図　第 122 図　メインセクション北東壁および深掘区北西壁のセクション図と試料採取位置メインセクション北東壁および深掘区北西壁のセクション図と試料採取位置
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TKA-）においてグラファイト・ターゲットを合成した。このうち、1 点の試料（2019-060）は燃焼後、炭素精

製の際に確認された炭素量が 400 μ g 以下であったため、同等量の標準試料を用意し、微量炭素用のプロトコ

ル（大森ほか 2017）にてセメンタイトを生成し、AMS 測定を行った。
14C 測定は、東京大学総合研究博物館が所有する加速器質量分析装置（NEC 製 Compact AMS system）を用い

て実施した。14C 年代は、標準物質とブランク物質の計測値、ならびに AMS にて 14C と同時測定されたδ 13C に

より補正した。14C 年代の暦年較正は、OxCal4.4（Bronk Ramsey 2009）を使用し、較正データには IntCal20（Reimer 

et al. 2020）を用いた。第 79 表には較正年代の 2 σの最大範囲を記載した。

（３）結果と考察（３）結果と考察
測定結果を第 79 表、第 123 図に示した。

A1 グリッド西面の灰層（10 層）の試料の年代は、最上部の 10a 層が 8508 ± 37 yr BP で他と比較してやや新

しかった。それ以下の 10b 層から 10g 層まではほぼ一致しており、8870 ± 30 yr BP から 8965 ± 32 yr BP まで

の間に 8 点の年代が集中した。灰層直下の 11 層の炭化材は 8863 ± 30 yr BP であり、10 層の炭化材と同様の年

代であった。Intcal20（Reimer et al. 2020）による暦年較正年代を 100 年単位で大まかにみると、10a 層が 9500 

cal BP を中心としており、その他の 10 層の年代は 10,000 cal BP を中心とした年代であった。

灰層（10 層）の上位にあたる、メインセクション北東壁の試料では、最下部の 10 層から A2 区西面の試料は、

10 層下部から 9c 層までの 4 点の試料は 10 層とほぼ変わらない年代であり、9004 ± 32 yr BP ～ 8877 ± 32 yr 

BP の間に集中した。暦年較正年代では 10,000 cal BP を中心とした年代であった。9d 層の資料番号 61（2019-071）

のみやや新しく、8802 ± 30 yr BP であった。暦年較正年代では 9800 cal BP を中心とした年代であった。9a 層

の年代もこれとほぼ同様であり、8830 ± 31 yr BP と 8795 ± 31 yr BP の 2 点の結果が得られた。一方、8 層の

3 点の試料はこれらよりも新しく、8567 ± 30 yr BP、8331 ± 30 yr BP、7897 ± 100 yr BP であった。暦年較正

年代では、それぞれ 9500 cal BP、9400 cal BP、8800 cal BP を中心とした年代であった。

なお、10 層上面に検出された獣骨集中の最上面で測定した 1 点の炭化材は、8329 ± 30 yr BP であり、8 層の

炭化材の年代とほぼ同様であった。

今回測定した試料はすべて炭化材の小片であるため、本来の木材の年輪のどの部位かは不明であり、そのため

測定には数十年程度の誤差が生じている可能性がある。しかしながら 10 層および 9 層の炭化材の年代はきわめ

て近接している。したがって、層厚が 1m にもおよぶ 10 層の灰層はかなり短期間に形成されており、10,000 cal 

BP 前後の時期に位置づけられることが明らかとなった。この年代は、縄文時代早期中葉の押型文土器の年代と

も一致し、10 層から出土している土器型式とも整合的であった。

なお、本研究は JSPS 科研費 17H00939 および JP21H04983 の成果の一部であり、科研費の一部を使用して実

施した。また東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定室共用事業の一部である。
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工藤管理
番号

試料
番号

調査次 試料情報 種　類 備　考
14C 年代
（yrBP ± 1 σ )

δ 13C AMS
（‰）

測定番号
IntCal20
 (cal BP) 2 σ

2018-109 C1 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10a 層

炭化材 8508 ± 37 -17.5 ± 0.8 TKA-20262 9545-9465

2018-110 C2 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10a 層

炭化材
量が足りない。
測定不可

― ― ― ―

2018-111 C3 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10b 層

炭化材 8870 ± 30 -25.2 ± 0.4 TKA-20263 10170-9790

2018-112 C4 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10c 層

炭化材 8897 ± 31 -25.1 ± 0.4 TKA-20264 10175-9900

2018-113 C5 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10d 層

炭化材 8965 ± 32 -26.4 ± 0.4 TKA-20265 10230-9915

2018-114 C6 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10d 層

炭化材 測定不可 ― ― ― ―

2018-115 C7 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10e 層

炭化材 8904 ± 31 -26.2 ± 0.4 TKA-20266 10180-9905

2018-116 C8 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10e 層

炭化材 8896 ± 30 -24.7 ± 0.5 TKA-20267 10175-9900

2018-117 C9 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10f 層

炭化材 8900 ± 33 -23.6 ± 0.4 TKA-20268 10180-9900

2018-118 C10 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10g 層

炭化材 8932 ± 31 -24.7 ± 0.4 TKA-20269 10200-9905

2018-119 C11 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10g 層

炭化材 8949 ± 31 -25.5 ± 0.4 TKA-20270 10215-9910

2018-120 C12 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 11 層

炭化材 8863 ± 30 -22.5 ± 0.4 TKA-20271 10165-9780

2019-059 37 2019/9/13
前庭部緩斜面 A0， 10c 上
面獣骨集中範囲， 点 672

炭化材 8329 ± 30 -27.4 ± 0.2 TKA-21986 9460-9145

2019-060 50 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 837

炭化材
セメンタイト
化 ・ 微量測定

7897 ± 100 -29.2 ± 0.9 TKA-21954 9010-8460

2019-061 51 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 838

炭化材 8331 ± 30 -25.5 ± 0.3 TKA-21987 9465-9150

2019-062 52 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 839

炭化材 8567 ± 30 -24.9 ± 0.5 TKA-21988 9555-9485

2019-063 53 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 9 層，
点 840

炭化材
量が少ないの
で処理しない

― ± ― ― ―

2019-064 54 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 9 層，
点 841

炭化材 8689 ± 37 -20.5 ± 0.6 TKA-21989 9760-9540

2019-065 55 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9a 層，
点 842

炭化材 8830 ± 31 -27.1 ± 0.3 TKA-21990 10150-9705

2019-066 56 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9a 層，
点 843

炭化材 8795 ± 31 -29.8 ± 0.4 TKA-21991 10120-9670

2019-067 57 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9b 層，
点 844

炭化材
砂多し， 処理
しない

― ± ― ― ―

2019-068 58 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9c 層，
点 845

炭化材 8877 ± 32 -27.4 ± 0.5 TKA-21992 10180-9795

2019-069 59 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9c 層，
点 846

炭化材 9004 ± 32 -24.4 ± 0.6 TKA-21993 10245-9965

2019-070 60 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9d 層，
点 847

炭化材 8887 ± 31 -25.5 ± 0.3 TKA-21994 10180-9890

2019-071 61 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9d 層，
点 848

炭化材 8802 ± 30 -25.8 ± 0.3 TKA-21995 10120-9680

2019-072 62 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 10 層
下部， 点 849

炭化材 8895 ± 30 -27.3 ± 0.4 TKA-21996 10175-9900

１）IntCal20 による暦年較正年代は確率分布 2 σの最大範囲を示した .

第 79 表　第 79 表　分析試料および放射性炭素年代測定結果一覧分析試料および放射性炭素年代測定結果一覧
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2019-060_837_8層
7897±100 BP

2019-061_838_8層
8331±30 BP

2019-062_839_8層
8567±30 BP

2019-064_841_9層
8689±37 BP

2019-065_842_9a層
8830±31 BP

2019-066_843_9a層
8795±31 BP

2019-068_845_9c層
8877±32 BP

2019-069_846_9c層
9004±32 BP

2019-070_847_9d層
8887±31 BP

2019-071_848_9d層
8802±30 BP

2019-072_849_10層
8895±30 BP

2018-109_C1_10a層
8508±37 BP

2018-111_C3_10b層
8870±30 BP

2018-112_C4_10c層
8897±31 BP

2018-113_C5_10d層
8965±32 BP

2018-115_C7_10e層
8904±31 BP

2018-116_C8_10e層
8896±30 BP

2018-117_C9_10f層
8900±33 BP

2018-118_C10_10g層
8932±31 BP

2018-119_C11_10g層
8949±31 BP

2018-120_C12_11層
8863±30 BP

8000850090009500100001050011000

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.1 Bronk Ramsey (2020); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

2019-059_672_10c層上面

8329±30 BP
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ン
セ
ク
シ
ョ
ン
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区
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西
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1） IntCal20 による暦年較正年代は確率分布２σの最大範囲を示した .

第 123 図　第 123 図　放射性炭素年代測定結果の暦年較正年代のマルチプロット図（IntCal20 による）放射性炭素年代測定結果の暦年較正年代のマルチプロット図（IntCal20 による）
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第２節　植物遺存体の分析第２節　植物遺存体の分析

１．炭化材の樹種同定（2017 年度）１．炭化材の樹種同定（2017 年度）
黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。なお、一部の試料については放射性炭素年代測定も

行われている（第 1 節１項参照）。

試料は、掘削中に取り上げられた炭化材 7 点と、土壌の水洗選別で得られた炭化材 42 試料である。土壌の水

洗選別は國學院大學考古学研究室が行い、炭化材の抽出は岡山理科大学の那須浩郎氏が行った。抽出された炭化

材の中から、同定可能な炭化材を 1 試料につき最大 5 点まで抽出した。1 試料内に複数の分類群を含む試料もあ

ったため、分析総数は 193 点となった。遺構および採取面や層の時期は、岩陰部の第Ⅱ層群風化礫直下と c 層

最下部が縄文時代早期後葉、前庭部緩斜面の 10ab 層、円形落込みが縄文時代早期中葉と推定されている。また、

岩陰部のハ 6 の第Ⅱ層群最上面出土の炭化材は、放射性炭素年代測定の結果、現代の暦年代を示した（第１節１

項参照）。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存径の計測を行った。その後、カ

ミソリまたは手で 3 断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径 1cm の真鍮製試料台に試料を両

面テープで固定した。次に、イオンスパッタで金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　

VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。残りの試料は、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
樹種同定の結果、カツラとサクラ属、ニレ属、クワ属、コナラ属コナラ節（以下、コナラ節）、コナラ属、ク

リ - コナラ節、カバノキ属、クマシデ属クマシデ節（以下、クマシデ節）、クマシデ属イヌシデ節（以下、イヌ

シデ節）、アサダ、カエデ属、キハダ、クマノミズキ類、トネリコ属シオジ節（以下、シオジ節）、トネリコ属の

16 分類群が確認された。試料の形状は、いずれも残存径 1cm 以下の破片であった。採取位置別の結果を第 80 表、

結果の一覧を文末の第 81 表～第 83 表に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を第 124 図～第 126 図に示す。

① カツラ　Cercidiphyllum japonicum Siebold et Zucc. ex Hoffm. et Schult.  カツラ科  第 124 図 1a-1c（ID：17054-4）

小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に分布する散孔材である。道管の穿孔は階段状で、30 段程度となる。

放射組織は 1 ～ 3 列幅で、平伏細胞と方形細胞からなる異性である。

カツラは暖帯から温帯に分布する落葉高木である。材は軽軟で靱性があり、加工は容易である。

② サクラ属（広義）　Prunus s.l.　バラ科　第 124 図 2a-2c（ID：17056-3）

やや小型の道管が、単独あるいは斜め方向に 2 ～ 3 個複合する散孔材である。道管の穿孔は単一で、内壁に

はらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、1 ～ 5 列幅である。

サクラ属は温帯に生育する落葉または常緑の高木または低木である。サクラ属はさらにサクラ亜属やスモモ亜

属、モモ亜属、ウワミズザクラ亜属などに分類され、25 種がある。木材組織からはモモとバクチノキ以外は識

別困難なため、この 2 種を除いたサクラ属とする。材は、比較的重硬および緻密だが、加工は容易である。

③ ニレ属　Ulmus　ニレ科　第 124 図 3a-3c（No.1）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列に並び、晩材部では小道管が集団をなして接線状から斜めに配列する環孔材

である。道管の穿孔は単一で、小道管にはらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、3 ～ 5 列幅程度である。また、

接線断面において軸方向柔組織が層界状構造となる。

ニレ属は暖帯から温帯に分布する落葉高木で、アキニレとハルニレ、オヒョウの 3 種がある。ハルニレの材は、

中庸からやや重硬でやや粘り気があるが、狂いが出やすく、保存性もよくない。
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④ クワ属　Morus　クワ科　第 124 図 4a-4c（ID：17A06-2）

大型で丸い道管が年輪のはじめに配列し、 晩材では徐々に径を減じた小道管が単独もしくは数個複

合して斜線方向に配列する半環孔材である。 道管の穿孔は単一である。 軸方向柔組織は周囲状から翼

状となる。 放射組織は 3 ～ 5 列幅で、 上下端の 1 ～ 2 細胞が直立もしくは方形細胞である異性である。 

クワ属は亜熱帯から温帯に分布する落葉高木で、ケグワとマグワ、ヤマグワなどがある。材は堅硬で、靱性に富む。

⑤ コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科　第 124 図 5a-5c（No.11）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列程度並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、単列と広放射組織の 2

種類がある。

コナラ節は暖帯から温帯下部に分布する落葉高木で、カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワがある。材は全

体的に重硬で、加工困難である。

⑥ コナラ属　Quercus　ブナ科

大型の道管が存在する。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、

単列と広放射組織の 2 種類がある。状態が悪く、晩材部の道管配列が確認できなかった。

⑦ クリ - コナラ属コナラ節　Castanea crenata Siebold et Zucc. - Quercus sect. Prinus　ブナ科　第 124 図・第 125

図 6a-6c（c 層最下部）

晩材部において薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、主に単列である。試料が微細で、広放射組織の有無が確認できな

かった。

⑧ カバノキ属　Betula　カバノキ科　第 125 図 7a-7c（ID：17073-4）

やや小型で丸い道管が、ほぼ単独でまばらに分布する散孔材である。道管の穿孔は 10 ～ 20 段程度の階段状

である。放射組織はほぼ同性で、1 ～ 3 列幅である。道管相互壁孔は交互状できわめて小さく、密に分布する。 

カバノキ属は温帯から亜寒帯に分布する落葉高木もしくは低木で、カバノキやミズメなど 11 種がある。材は全
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調査区 岩陰部 前庭部緩斜面

時　期
縄文

早期後葉
縄文

前期中葉
現　代 縄文早期中葉

グリッド ロ 9 イ 8 ロ 5 ハ 6 A 1 A 1 A 2 A 2

層　位

⑥層
c 層

最下部
⑨層 ⑨層 円形落込み

10 層
サンプリ
ング周辺

10 層ブロック
サンプリング

10 層サンプリングコア

樹　種 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 － 2 層 3 層 4 層 － － 第 2 面
第 1 面
周辺

第 1 面 第 2 面 第 3 面 計

カツラ  14  1  2  2  1  1 21

サクラ属  17  2  1 1 1  2  2 26

サクラ属？  1 1

ニレ属 1 1 2

クワ属  2 2

コナラ属コナラ節 1 1 2 1  29  7 1  2 2 12  7  6 71

コナラ属  1 1

クリ - コナラ節 1  19  4 24

カバノキ属   1 1

クマシデ属クマシデ節  2 2

クマシデ属イヌシデ節 1   5 2  1  1 10

アサダ   3  2  1 6

カエデ属 1   1 2

キハダ  1  1 2

クマノミズキ類   1 1

トネリコ属シオジ節  12  2  1 15

トネリコ属 1 1

広葉樹   3  1  1 5

総　計 1 1 3 1 2 2 105 15 1 10 5 2 15 15 15 193

第 80 表　第 80 表　樹種同定結果の出土位置別集計（2017 年度）樹種同定結果の出土位置別集計（2017 年度）
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1a-1c．カツラ（ID：17054-4）、 2a-2c．サクラ属（ID：17056-3）、 3a-3c．ニレ属（No.1）、 4a-4c．クワ属（ID：17A06-2）、 5a-5c．コナラ属コ

ナラ節（No.11）、 6a．クリ－コナラ節（c層（3号人骨覆土）最下部）

a：横断面、 b：接線断面、 c：放射断面

1a 1b 1c 2a

2b 2c 3a 3b

3c 4a 4b 4c

6a5c5b5a

第 124 図　第 124 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（１）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（１）
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6b 6c 7a 7b

7c 8a 8b 8c

9a 9b 9c 10a

11b11a10c10b

6b-6c．クリ－コナラ節（c層（3号人骨覆土）最下部）　7a-7c．カバノキ属（ID：17073-4）　8a-8c．クマシデ属クマシデ節（ID：17054-3）

9a-9c．クマシデ属イヌシデ節（ID：17053-2）　10a-10c．アサダ（ID：17B02-3）　11a-11b．カエデ属（ID：17059-3）

a：横断面　b：接線断面　c：放射断面

第 125 図　第 125 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（２）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（２）
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般的にやや重硬で、切削および加工は中庸である。

⑨ クマシデ属クマシデ節　Carpinus sect. Distegocarpus　カバノキ科　第 125 図 8a-8c（ID：17054-3）

やや小型から中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。道管の穿孔は 10

段程度の階段状である。軸方向柔組織は晩材部で 1 列幅の接線状となる。放射組織は同性で、1 ～ 3 列幅、集合

放射組織がみられる。

クマシデ節は本州・四国・九州・朝鮮などの暖帯から温帯に分布する落葉中高木で、クマシデとサワシバがあ

る。材は重硬で靱性があり、割裂しにくい。

⑩ クマシデ属イヌシデ節　Carpinus sect. Eucarpinus　カバノキ科　第 125 図 9a-9c（ID：17053-2）

やや小型から中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。道管の穿孔は単一

である。軸方向柔組織は晩材部で 1 列幅の接線状となる。放射組織は同性で 1 ～ 3 列幅、集合放射組織がみられる。 

イヌシデ節は暖帯から温帯の低山地に分布する落葉中高木で、イヌシデとイワシデ、アカシデがある。材は重硬

で靱性が大きく、割裂しにくい。

⑪ アサダ　Ostrya japonica Sarg.　カバノキ科　第 125 図 10a-10c（ID：17B02-3）

７７
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11c 12a 12b 12c

13a 13b 13c 14a

14b 14c
11c．カエデ属（ID：17059-3）

12a-12c．キハダ（ID：17054-2）

13a-13c．クマノミズキ類（ID：17B06-3）

14a-14c．トネリコ属シオジ節（ID：17B03-3）

a：横断面　b：接線断面　c：放射断面

第 126 図　第 126 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（３３））
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径が中型の道管が、単独あるいは放射方向に数個複合して、ややまばらに分布する散孔材である。軸方向柔組

織は短接線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、1 ～ 4 列幅である。

アサダは温帯の山地に生育する落葉高木である。材はきわめて重硬であり、切削加工および割裂は困難である。

⑫ カエデ属　Acer　ムクロジ科　第 125 図・第 126 図 11a-11c（ID：17059-3）

径が中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。横断面において、木部繊維

の壁厚の違いによる雲紋状の模様がみられる。道管の穿孔は単一で、道管壁にはらせん肥厚がみられる。放射組

織はほぼ同性で、1 ～ 5 列幅である。

カエデ属は主に温帯に分布する落葉高木で、オオモミジやハウチワカエデ、イタヤカエデなど 26 種がある。

木材組織からはチドリノキ－カジカエデ以外は識別困難なため、この 2 種を除いたカエデ属とする。材は全体的

に緻密で、靱性がある。

⑬ キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　ミカン科　第 126 図 12a-12c（ID：17054-2）

大型で丸い道管が早材部に配列し、晩材部ではごく小型で薄壁の小道管が集団をなして帯状～斜線状に配列す

る環孔材である。道管に赤褐色の樹脂が見られ、穿孔は単一である。放射組織はほぼ同性、1 ～ 6 列幅できれい

な紡錘形となる。

キハダは温帯に分布する落葉高木である。材はやや軽軟で加工容易だが、水湿に強い。

⑭ クマノミズキ類　Cornus cf. macrophylla Wall.　ミズキ科　第 126 図 13a-13c（ID：17B06-3）

やや小型で丸い道管が、単独で分布する散孔材である。道管の穿孔は 20 段程度の階段状である。放射組織は

3 ～ 4 列幅で、縁辺部に方形もしくは直立細胞が 2 ～ 4 細胞ある異性である。以上の特徴からクマノミズキかヤ

マボウシと思われるが、これ以上の同定は困難であるため、クマノミズキ類とした。

クマノミズキおよびヤマボウシは暖帯から温帯に分布する落葉中高木である。材はやや硬いが、一般に加工は

容易である。

⑮ トネリコ属シオジ節　Fraxinus sect. Fraxinaster　モクセイ科　第 126 図 14a-14c（ID：17B03-3）

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩材部では厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に 2 ～ 3

個複合して散在する。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、1 ～ 3 列幅である。

シオジ節は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモがある。材はやや重硬で粘りがあり、加工性および

保存性は中庸である。

⑯ トネリコ属　Fraxinus　モクセイ科

晩材部では非常に厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に 2 ～ 3 個複合して散在する環孔材である。道管の

穿孔は単一、放射組織は同性で 1 ～ 3 列幅である。

トネリコ属は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモを含むシオジ節と、トネリコ、アオダモなどを含

むトネリコ節に分かれる。トネリコ節の材は中庸～やや重硬、切削加工は容易で保存性も中庸、シオジ節の材は

トネリコ節より重硬で粘りがあり、加工性および保存性は中庸である。

（３）考（３）考  察察
縄文時代早期後葉である岩陰部の風化礫直下と c 層最下部から採取された炭化材は、コナラ節とクリ - コナラ

節が確認された。また、放射性炭素年代測定の結果、現代の暦年代を示したハ 6 の第Ⅱ層群最上面の炭化材は

コナラ節であった。居家以岩陰遺跡における第 2 次・第 3 次調査の分析では、岩陰部ではコナラ節とシオジ節、

サクラ属、カツラが確認されており（黒沼 2020）、今回の分析は点数が少ないが、第 2 次・第 3 次調査の分析結

果と矛盾しない。

縄文時代早期中葉である、前庭部緩斜面の円形落込みと、10 層、10 層サンプリング周辺、10 層ブロックサン

プリング、10 層サンプリングコアでは、コナラ節を中心に、カツラ、サクラ属、ニレ属、クワ属、カバノキ属、

クマシデ節、イヌシデ節、アサダ、カエデ属、キハダ、クマノミズキ類、シオジ節、広葉樹が確認された。なお、

第 2 次・第 3 次調査の分析では、前庭部緩斜面はブナ科とナシ亜科、シオジ節が 1 点ずつ確認されており（黒

７７
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沼 2020）、今回の分析結果と類似した樹種構成を示している。比較的重硬な材はコナラ節（クリ - コナラ節を含む）

やサクラ属、ニレ属、クワ属、イヌシデ節、クマシデ節、アサダ、カエデ属、キハダ、シオジ節で、カツラやカ

バノキ属は軽軟な材である。炭化材の用途は不明であるが、燃料材や建築部材、器具材などの木製品であった可

能性が考えられる。

工藤（2012）による環境史区分では、縄文時代早期は MIS1 の PG Warm-1（約 11,500 ～ 8,400 cal BP）で、

コナラ亜属を中心とする冷温帯性の落葉広葉樹林で構成されていた。今回の分析では、縄文時代早期中葉の岩陰

部から出土した炭化材の分析点数が少なかったため、早期中葉の前庭部緩斜面との樹種構成の相違は確認できな

かったが、いずれも遺跡周辺に生育していた樹木であったと推測される。

また、今回はクリの有無に注目して観察したが、明確にクリと断言できる試料は確認できなかった。試料の残

存径が 5mm 以下であるために広放射組織が確認できなかった試料は、クリ - コナラ節とした。

引用・参考文献引用・参考文献

伊東隆夫・山田昌久編　2012『木の考古学 出土木製品用材データベース』海青社

工藤雄一郎　2012『旧石器・縄文時代の環境文化史 高精度放射性炭素年代測定と考古学』新泉社

黒沼保子　2020「炭化材の樹種同定（第 2 次調査）」「炭化材の樹種同定（第 3 次調査）」『居家以岩陰遺跡Ⅱ 第 2 次・第 3 次

発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 56 pp.139-141,pp.141-145、國學院大學考古学研究室

平井信二　1996『木の大百科』朝倉書店
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次

体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

1 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 62 - PLD-36226 ニレ属 破片 1cm以下 1

2 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 47 - PLD-36227 トネリコ属 破片 0.5cm以下 1

6 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 55 - PLD-36228 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

11 R　ハ 6 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 31 - PLD-36229 コナラ属コナラ節 破片 1.5cm以下 1

35 R　ロ 9 第Ⅱ層群⑥層 炭化物 IY4 - - - PLD-36230 コナラ属コナラ節 破片 1.5cm以下 1

37 T　A1 円形落込み 2 層 土器 IY4 - 点 798 - PLD-36231 カエデ属 破片 1cm以下 1

38 T　A1 円形落込み 2 層 土器 IY4 - 点 799 - PLD-36232 コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

44 T　A1 円形落込み 2 層 炭化物 IY4 - WS1mm - - クリ - コナラ節 破片 0.3cm以下 1

45 T　A1 円形落込み 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

46 T　A1 10 層裁割と周辺 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

48-1
T　A2

10 層サンプリングコア　
第 1 面　0-10cm周辺

炭化物 IY4 - WS1mm - -
ニレ属 破片 0.5cm以下 1

48-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

49 T　A1 円形落込み 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

- R　イ 8 c 層最下部 (3 号人骨覆土 ) - IY4 - WS1mm - - クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

87 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17061-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17061-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17061-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

88 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17063-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17063-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17063-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

89 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17064-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17064-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17064-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

90 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17065-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17065-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17065-3 カツラ 破片 0.5cm以下 2

第 81 表　第 81 表　樹種同定結果一覧（2017 年度）（１）樹種同定結果一覧（2017 年度）（１）
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次
体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

91 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17059-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17059-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17059-3 カエデ属 破片 0.5cm以下 1

92 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17066-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17066-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17066-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

93 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -
17067-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17067-2 カツラ 破片 0.5cm以下 3

94 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17068-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17068-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17068-3 広葉樹 破片 0.5cm以下 2

17068-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

95 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.5 -

17069-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17069-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17069-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

96 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17070-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17070-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17070-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

17070-4 アサダ 破片 0.5cm以下 1

97 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B01-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B01-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

17B01-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

98 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B02-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B02-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B02-3 アサダ 破片 0.5cm以下 1

17B02-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

17B02-5 広葉樹 破片 0.5cm以下 1

99 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B06-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17B06-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17B06-3 クマノミズキ類 破片 0.5cm以下 1

100 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17B03-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B03-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B03-3 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17B03-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

101 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17B04-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B04-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17B04-3 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 2

17B04-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

102 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B05-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B05-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 3

17B05-3 アサダ 破片 0.5cm以下 1

103 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17072-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17072-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17072-3 カツラ 破片 0.5cm以下 2

104 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B07-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B07-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

17B07-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

105 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B08-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B08-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17B08-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

第 82 表　第 82 表　樹種同定結果一覧（2017 年度）（２）樹種同定結果一覧（2017 年度）（２）
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２．炭化材の樹種同定（2018 年度）２．炭化材の樹種同定（2018 年度）
黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。試料は岩陰部ハ 8 グリッドの第Ⅱ層群⑥層から出土

した炭化材（No.IY5-C5）1 点である。時期は、縄文時代早期と推測されている。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認を行った。その後、カミソリまたは手で 3 断

面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、試料台に試料を両面テープで固定した。次に、イオンスパッタ

で金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を

行った。

（２）結（２）結  果果
樹種同定の結果、炭化材は広葉樹のクリ？であった。結果を第 84 表に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を第 127 図に示す。

① クリ？　Castanea crenata Siebold et Zucc.?　ブナ科　第 127 図 1a-1c（No.IY5-C5）

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次
体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

106 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -
17B09-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 4

17B09-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

107 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17073-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17073-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17073-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17073-4 カバノキ属 破片 0.5cm以下 1

108 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 1 -
17062-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17062-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

109 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 2 -

17060-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17060-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17060-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

110 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 2 -

17071-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17071-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17071-3 広葉樹 破片 0.5cm以下 1

123 T　A2 10 層灰ブロックサンプリング - IY4 2 -

17054-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17054-2 キハダ 破片 0.5cm以下 1

17054-3 クマシデ属クマシデ節 破片 0.5cm以下 2

17054-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

124 T　A2 10 層灰ブロックサンプリング - IY4 2 -

17051-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17051-2 アサダ 破片 0.5cm以下 2

17051-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

17051-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

125 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア第 1 面　10 ～ 20cm

- IY4 1 -

17055-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17055-2 サクラ属？ 破片 0.5cm以下 1

17055-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

126 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア第 1 面　　10 ～ 20cm

- IY4 1 - 17A05 - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 5

127 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア　第 1 面　10 ～ 20cm

- IY4 0.5 -
17A03-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 4

17A03-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

第 83 表　第 83 表　樹種同定結果一覧（2017 年度）（３）樹種同定結果一覧（2017 年度）（３）
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第７章　考古科学分析

軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、主に単列である。部位が節

で、道管配列がやや不明瞭であるため、クリ？とした。

クリは暖帯から温帯下部に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存性が高い。

（３）考（３）考 察察
岩陰部ハ 8 グリッドの第Ⅱ層群⑥層から出土した炭化材（IY5-C5）は、クリの節であった。今回の試料は用

途不明であるが、節が硬い部位であるために、炭化した後も残存したと推測される。関東平野では、縄文時代早

期にはすでに種実や木材でクリの利用が確認されている（佐々木 2020）。

引用・参考文献引用・参考文献

伊東隆夫・山田昌久編　2012『木の考古学－出土木製品用材データベース－』p.449、海青社

佐々木由香　2020「栃原岩陰遺跡における縄文時代早期の植物資源利用」北相木村考古博物館研究紀要１、pp.22-29

平井信二　1996『木の大百科』p.394、朝倉書店

３．炭化種実の同定（2017 年度）３．炭化種実の同定（2017 年度）
山本 華・バンダリ スダルシャン・佐々木由香

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡では、縄文時代の灰質土層（以下、10 層）などから炭化物が得られた。ここでは、土壌を水

洗して得られた炭化種実の同定を行い、当時利用されていた種実について検討した。なお、得られた炭化物の一

部を用いて炭化材の樹種同定も行われている（第 2 節 1 項参照）。

試料は、水洗済み試料 6 試料で、前庭部緩斜面の A1 グリッドの円形落込みから 4 試料（うち 2 試料は 3 層か

ら）、10 層サンプリング周辺から 1 試料、A2 グリッドの 10 層サンプリングコア第 1 面から 1 試料である。いず

れも縄文時代早期中葉に形成されたものと考えられている。

土壌の採取と水洗は、國學院大學考古学研究室によって行われた。水洗量については第 85 表を参照されたい。
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1a-1c．クリ？（No.IY5-C5）　　a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

1a 1b 1c

No. 調査区 / 層位 取上法 樹 種 部 位

IY5-C5 岩陰部 ハ 8 第Ⅱ層群⑥層 一括 クリ？ 節

第 127 図　第 127 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）

第 84 表　第 84 表　樹種同定結果（2018 年度）樹種同定結果（2018 年度）
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種実の抽出および同定は実体顕微鏡下で行った。破片が主体の分類群については、重量も計測して完形換算個体

数を求めた。試料は、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
同定した結果、木本植物のクリ炭化果実・炭化子葉と、オニグルミ炭化核、キハダ炭化種子の計 3 分類群が見

いだされた（第 85 表）。また、科以上の分類に必要な識別点が残存していない一群を同定不能炭化種実とした。

さらに、骨片も得られたが、分析の対象外とした。

以下に、得られた種実について、遺構および採取位置別に記載する（同定不能炭化種実は除く）。

A1- 円形落込み：オニグルミが少量、キハダがわずかに得られた。

A1-10 層サンプリング周辺：クリが少量、オニグルミがわずかに得られた。

A2-10 層サンプリングコア：クリとオニグルミが少量得られた。

次に、種実の記載を行い、第 128 図に写真を示して同定の根拠とする。なお、分類群の学名は米倉・梶田（2003-）

に準拠する。
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スケール ： 1mm

1 ・ 2. クリ炭化果実 (No.IY4-48)　3. クリ炭化子葉 (No.IY4-48)　4. オニグルミ炭化核 (No.IY4-44)　5. キハダ炭化種子 (No.IY4-45)

試料 No. IY4-44 IY4-47 IY4-45 IY4-49 IY4-46 IY4-48

調査区 前庭部緩斜面

グリッド /
採取位置

A1　円形落込み A1　10 層
A2　10 層

サンプリングコア　

出土層位 3 層 サンプリング周辺
第 1 面

0-10cm 周辺

時　期 縄文時代早期中葉

分類群 水洗量 2000cc 2000cc 2000cc 2000cc 2000cc 500cc

ク　リ 炭化果実 (27) 0.039g (38) 0.047g

炭化子葉 (2) 0.007g (1) 0.005g

オニグルミ 炭化核 1> ※ (9) 0.101g 1> ※ (1) 0.008g 1> ※ (4) 0.019g (1) 0.001g (23) 0.094g

キハダ 炭化種子 (2)

同定不能 炭化種実 (3) (6) (2)

1） ( ) 内は破片数を示す .　2） 「※」 は 重量から求めた完形個体数を示す （1> は 1 個体未満） .

第 128 図　第 128 図　大型植物遺体（2017 年度）大型植物遺体（2017 年度）

第 85 表　第 85 表　炭化種実（2017 年度）炭化種実（2017 年度）
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第７章　考古科学分析

① クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　炭化果実・炭化子葉　ブナ科

果実は、完形ならば側面観は広卵形。表面は平滑で、細い縦筋がみられる。底面にある殻斗着痕はざらつく。

果皮内面にはいわゆる渋皮が厚く付着する。第 128 図 -1 の残存長 3.0mm、残存幅 2.0mm と第 128 図 -2 の残存

長 5.5mm、残存幅 3.3mm。子葉の外面には深い溝が入り、内面は平滑。残存長 4.6mm、残存幅 3.3mm。

② オニグルミ　Juglans mandshurica Maxim. var. sachalinensis (Komatsu) Kitam.　炭化核　クルミ科

すべて不定形の小破片である。完形ならば側面観は広卵形。本来は縦方向の縫合線があるが、残存していない。

表面には浅い溝と凹凸が不規則に入る。壁は緻密で硬く、ときどき空隙がある。断面は角が尖り、光沢がある。

残存長 7.6mm、残存幅 5.4mm。

③ キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　炭化種子　ミカン科

完形ならば上面観は両凸レンズ形、側面観は三日月形。表面に亀甲状で大きさのやや揃った網目状隆線がある。

残存長 2.1mm、残存幅 1.6mm。

（３）考（３）考  察察
6 試料の水洗済み試料を検討したが、得られた種実の量は全体的に少なかった。

縄文時代早期中葉の前庭部緩斜面 A1 グリッド円形落込みからは、食用可能なオニグルミとキハダがわずかに

得られた。灰層裁割の試料からは、クリが少量とオニグルミがわずかに得られた。A2 グリッドの 10 層サンプ

リングコアからは、少量のクリとオニグルミが得られた。オニグルミの核やクリの果実については、食用とする

ために殻を剥いた後、不要な部位として燃やされた可能性などが考えられる。クリ子葉は食用となる部位である

が、今回得られた試料は小破片であり、クリ果実などの廃棄部位に混ざって偶発的に炭化した可能性がある。キ

ハダは、アイヌの民族例では食用だけでなく、香辛料や薬用にも利用される（アイヌ民族博物館 2004）。

今回、居家以岩陰遺跡では、縄文時代早期中葉の遺構および灰層からクリやオニグルミの堅果類と、キハダの

出土が確認された。これらの分類群は以前の分析でも報告されており（佐々木・バンダリ 2017・2020）、分析

結果として整合的である。早期中葉段階の居家以岩陰遺跡ではクリやオニグルミの堅果類と、キハダが利用され

ていたと推定される。

引用・参考文献引用・参考文献

アイヌ民族博物館　2004『アイヌと植物 樹木編』アイヌと自然シリーズ 3、アイヌ民族博物館

佐々木由香・バンダリ スダルシャン　2017「居家以岩陰遺跡の遺構から出土した種実」『群馬県吾妻郡長野原町居家以岩陰遺

跡 2014 年度発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 53 pp.100-103、國學院大學文学部考古学研究室

佐々木由香・バンダリ スダルシャン　2020「炭化種実の同定（第 2 次調査）」「炭化種実の同定（第 3 次調査）」『居家以岩陰

遺跡Ⅱ 第 2 次・第 3 次発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 56 pp.145-148,pp.149-153、國學院大學文

学部考古学研究室

米倉浩司・梶田 忠　2003-『BG Plants 和名－学名インデックス（YList）』http://ylist.info
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第３節　土器圧痕の分析第３節　土器圧痕の分析

1．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2017 年度）1．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2017 年度）
佐々木由香・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡は、縄文時代早期後半と前期を中心とした岩陰遺跡である。遺跡からは、表面もしくは断面に

種実の圧痕と思われる痕跡を有する土器が確認された。ここでは、レプリカ法によって採取された種実圧痕のレ

プリカの同定を行った。なお、レプリカ採取にあたっては、國學院大學考古学研究室の協力を得た。また、不明

昆虫については、第 3 節第 3 項で検討した。

試料は、種実の圧痕とみられる痕跡が残存する土器片として抽出された 48 点から、肉眼と実体顕微鏡を用いて、

種実など同定可能な圧痕が確認された 13 点を抽出した（1 次同定）。検討した土器の時期は、縄文時代早期が 33 点、

前期が 9 点、中期が 2 点、後期が 1 点、後期～晩期が 1 点、弥生時代が 2 点である。

抽出した土器について、丑野・田川（1991）等を参考に、以下の手順で圧痕のレプリカを作製した。まず、

圧痕内を水で洗い、付着物を除去した。次に、土器の保護のため、パラロイド B72 の 9% アセトン溶液を離型

剤として圧痕内および周辺に塗布した後、印象剤に用いるシリコン樹脂（JM シリコン レギュラータイプ）を注

射器に入れて圧痕部分に充填し、レプリカを作製した。その後、離型剤はアセトンを用いて除去した。

次 に、 不 明 以 上 の 同 定 を 行 な っ た 資 料 に つ い て、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡（ 超 深 度 マ ル チ ア ン グ ル レ ン ズ

VHX-D500/D510）で観察および写真撮影を行い、同定した（2 次同定）。同定は、走査型電子顕微鏡写真を参

考にし、レプリカを実体顕微鏡で観察して行った。また、圧痕レプリカの大きさを走査型電子顕微鏡で小数第 2

位まで計測した。マメ科の種子のレプリカについては、那須ほか（2015）に基づいて簡易楕円体体積を求めた。

土器およびレプリカは、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
13 点中 12 点のレプリカは、何らかの圧痕と同定できた（第 86 表・第 87 表、第 129 図・第 130 図）。木本植

物のブドウ属種子とニワトコ核の 2 分類群、草本植物のダイズ属種子とササゲ属アズキ亜属（以下、アズキ亜属）

種子、キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）種子、シソ属果実の 4 分類群の、計 6 分類群が同定された。

このほかに、科以上の詳細な同定ができなかった不明種実と不明昆虫が得られた。分類群や部位が特定できなか

った一群は不明とし、不明 A から C にタイプ分けした。産出数は、ニワトコが 2 点のほかは、それぞれ 1 点で

あった。

以下では、分類群ごとに記載を行い、同定の根拠とする。

① ブドウ属　Vitis sp.　種子（No.11 ②）　ブドウ科

完形であれば背・腹面観と側面観は広倒卵形。頂部はわずかに窪む。頂部付近から斜めに残存し、基部は残っ

ていない。残存長 2.68mm、残存幅 2.93mm、厚さ 2.74mm。

② ニワトコ　Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H.Hara　核（No.36 ②・③）　レンプクソウ科

背・腹面観は倒卵形、上面観は扁平な両凸レンズ形に近いが、腹面側に鈍稜がある。横方向に畝状の隆起が連

続する。No.36 ②は長さ 2.27mm、幅 1.56mm、No.36 ③は長さ 2.06mm、幅 1.19mm。

③ ダイズ属　Glycine sp.　種子（No.24）　マメ科

背・腹面観は楕円形、側面観は広楕円形、上面観は楕円形。腹面には小畑ほか（2007）で示されたダイズ属

の特徴である狭楕円形の臍の痕跡がある。残存長 7.53mm、幅 4.87mm、厚さ 3.52mm、臍長 2.67mm、臍幅

1.08mm。

④ ササゲ属アズキ亜属　Vigna subgenus Ceratotropis sp.　種子（No.25）　マメ科

腹面観と側面観は広矩形に近い楕円形、上面観は円形。腹面中央から下寄りに小畑ほか（2007）で示された
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アズキ亜属の特徴である狭楕円形の厚膜の臍がある。長さ 4.44mm、幅 2.68mm、厚さ 3.17mm、臍長 2.38mm、

臍幅 0.70mm。

⑤ キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）　Cucumis melo L. var. makuwa-utilissimus　種子（No.45）ウ

リ科

側面観は楕円形、上面観は狭楕円形。頂部と基部は鈍形。周囲がわずかに肥厚する。長さ 7.17mm、幅

2.98mm、厚さ 1.38mm。

⑥ シソ属　Perilla sp.　果実（No.38）　シソ科

完形であれば側面観は広倒卵形、上面観は横長の倒卵形。表面に網目状隆線があり、わずかに円形の着点が見

える。残存長 2.48mm、幅 2.74mm。大きさから判断すると、栽培植物のエゴマである。

⑦ 不明　Unknown　種実（No.36 ①）

完形であれば側面観は楕円形、上面観はやや角ばった楕円形。頂部が顕著に突出し、先端が三裂する。肩部に
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No. 時 期 分 類 器 種 調査次 出土位置 取上法 備 考

3 縄文時代早期 早期前～中葉回転縄文 深 鉢 IY4 T A0　9 層 乾篩 10mm

10 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY4 R ハ 9　奥壁褐色土 点上げ 798

11 ② 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY4 T A0　8 層 点上げ 25 本書掲載第 63 図 315

20 縄文時代早期 条痕文系 深 鉢 IY4 R ロ 5　EL-120 ～ 125 点上げ 68 本書掲載第 42 図 65

24 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY2 T A1　7 ～ 8 層 一括 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 194

25 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY2 T A1　7 ～ 8 層 一括 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 184

28 縄文時代前期 十三菩提式 深 鉢 IY2 R ハ 6　EL-105 ～ 110 点上げ 13 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 104

36 ① 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

36 ② 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

36 ③ 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

38 縄文時代前期 有尾式 深 鉢 IY3 R イ 8　表層 点上げ 1 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 64

45 弥生時代中 ・ 後期 弥生土器 （中期以降） 深 鉢 IY1 T A5　表層 一括 『居家以岩陰遺跡』 掲載 148

1） 出土位置の 「R」 は岩陰部 , 「T」 は前庭部緩斜面を表す .
2） 出土位置の 「EL-」 は ,　EL(650.000m) を基準とする掘削深度 （人工層位 (cm)） を示す .　詳細は第 3 章第 1 節 , 第 4 章第 1 節を参照 .

No.
圧痕

残存部位
圧痕

残存面
分類群 部 位 備 考

長さ /
長軸

幅 /
短軸

厚 さ 臍 長 臍 幅
簡易楕円
体体積

3 口縁部 内面 不明 A 堅果の可能性あり (3.15) (4.95) 0.98 

10 胴部 内面 不明 B 3.76 1.72 -

11 ② 胴部 内外面 ブドウ属 種子 (2.68) (2.93) 2.74 

20 胴部 断面 不明 C 果皮または昆虫？ (2.54) 3.47 -

24 胴部 内面 ダイズ属 種子 (7.53) 4.87 3.52 2.67 1.08 67.59

25 口縁部 外面 ササゲ属アズキ亜属 種子 4.44 2.68 3.17 2.38 0.70 19.75

28 胴部 外面 不明 昆虫 本章第 3 節第 3 項参照 8.08 2.49 (2.95) 頭長 2.75 胴長 4.80

36 ① 底部 底面外 不明 種実 コナラ属幼果の可能性あり 3.09 2.86 (2.57)

36 ② 底部 底面外 ニワトコ 核 2.27 1.56 -

36 ③ 底部 底面外 ニワトコ 核 2.06 1.19 -

38 胴部 外面 シソ属 果実 大きさはエゴマ (2.48) 2.74 -

45 胴部 内面
キュウリ属メロン仲間
（マクワウリ ・ シロウリ型）

種子 7.17 2.98 1.38 

1） 計測値の単位は mm,　簡易楕円体体積の単位は mm3.

第 86 表　第 86 表　土器の種実圧痕（2017 年度）土器の種実圧痕（2017 年度）

第 87 表　第 87 表　土器の種実圧痕の同定結果（2017 年度）土器の種実圧痕の同定結果（2017 年度）



246

は明瞭な隆起がめぐる。コナラ亜属幼果の可能性がある。長さ 3.09mm、幅 2.86mm、残存厚 2.57mm。

⑧ 不明 A　Unknown A（No.3）

扁平で不定形の破片状。オーバーハングしているため、なんらかの有機物と推定される。厚みが均一であるため、

堅果の果皮や子葉の一部分である可能性があるが、同定の根拠になる部位が残存しておらず、不明である。長軸

4.95mm、短軸 3.15mm、厚さ 0.98mm。

⑨ 不明 B　Unknown B（No.10）

側面観は楕円形、上面観は楕円形か。形状から種実の可能性があるが、同定に必要な部位は残っていない。長

さ 3.76mm、幅 1.72mm。

⑩ 不明 C　Unknown C（No.20）

丸みのある破片状。全体形は不明であるが、上面観は楕円形、側面観は楕円形か。表面に長細胞列があり、ビ

ロード状の短毛がときどきある。果皮もしくは昆虫の可能性がある。長軸 3.47mm、残存短軸 2.54mm、厚さ

0.15mm。

（３）考（３）考  察察
土器にみられた圧痕のレプリカを同定したところ、13 点のうち 12 点は何らかの圧痕と同定され、12 点中 7

点は種実圧痕で、科以上の同定ができた。圧痕が確認された土器の時期と同定結果の内訳は、縄文時代早期（沈

線文系）でブドウ属種子とダイズ属種子、アズキ亜属種子、不明 B の計 4 点、早期前葉～中葉（回転縄文）で

不明 A が 1 点、早期後葉（条痕文系）で不明 C の 1 点、前期中葉（有尾式）でシソ属果実が 1 点、前期前半（回

転縄文）でニワトコ核と不明種実の計 3 点、弥生時代中期～後期（岩櫃山式以降）でキュウリ属メロン仲間（マ

クワウリ・シロウリ型）種子が 1 点であった（第 87 表）。また、付着部位や位置に偏在する傾向は見られなかった。

No.36 は同一個体の底部外面から、ニワトコ 2 点と不明種実 1 点が得られた。

土器に残された種実などの圧痕は、土器作りの際に偶発的に混ざった可能性や、意図的に混和されたり、押し

付けられたりしてついた可能性がある。今回同定できたブドウ属とニワトコ、ダイズ属、アズキ亜属、キュウリ

属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）、エゴマはいずれも食用植物であり、これらの種実が土器作りの場や

その周辺に存在した証である。

ニワトコやブドウ属などの液果は、低湿地遺跡で植物遺体として集積して検出される事例も多く、青森県三内

丸山遺跡では縄文時代前期後葉にニワトコの果汁を絞って果実酒を作り、その残滓である核が大量に廃棄された

と推定されている（辻 2005）。関東地方における液果の圧痕の検出例としては、埼玉県犬塚遺跡の縄文時代前期

中葉黒浜式の土器底部外面からニワトコ核の圧痕が多量に検出されたほか（山本ほか 2018）、埼玉県デーノタメ

遺跡で縄文時代中期中葉の土器からニワトコ核の圧痕が見出されている（山本・佐々木 2017）。また、北陸地方

の縄文時代前期の低湿地性貝塚である富山県小竹貝塚では、ニワトコ核の植物遺体と土器圧痕の両方が見つかっ

ており、同じく縄文時代前期の環状集落である富山県平岡遺跡ではニワトコ核の土器圧痕が見つかっている（小

畑ほか 2014、小畑 2015、町田 2017）。ニワトコの圧痕は関東地方～北陸地方の前期の土器に見出される例が多く、

これまでは検出例のなかった北関東地方の縄文時代前期前半でも確認できた。

那須ほか（2015）では、現生の野生種のツルマメおよび栽培種のダイズの種子の大きさを乾燥・炭化・未

成熟の状態で計測して、簡易楕円体体積を比較した結果、40mm3 以下は野生型、70mm3 以上は栽培型、40 ～

70mm3 は栽培種と野生種の両方のサイズが重なる、栽培種と野生種の中間型とみなしている。今回確認された

縄文時代早期中葉のダイズ属（No.24）の簡易楕円体体積は 67.59mm3 で、中間型と推定される。さらに那須ほ

か（2015）では、現生のヤブツルアズキとアズキの種子の大きさを同様に比較して、簡易楕円体体積が 30mm3

以下は野生型、60 ～ 70mm3 以上は栽培型、栽培種と野生種のサイズが重なる中間の大きさの種子は栽培種と

野生種の中間型とみなしている。今回確認された縄文時代早期中葉のアズキ亜属（No.25）の簡易楕円体体積は

19.75mm3 で、野生型であった。

縄文時代前期中葉有尾式の土器から確認されたシソ属の圧痕は、残存長 2.48mm、幅 2.74mm であった。シ
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ソ属の検討は、笠原（1981）や松谷（1988）、百原・小林（2009）などによって行われ、現生資料の比較から、

長さ 2.0mm 以上の大きさの果実はエゴマである可能性が高いとされている。また、中山ほか（2017）では長さ

2.3mm、幅 2.1mm を超える果実をエゴマとしており、いずれの基準を用いても、居家以岩陰遺跡の土器圧痕の

シソ属は大きさから栽培植物のエゴマと考えられる。

藤下（1984）によれば、メロン仲間は種子の大きさからおおむね次の 3 群に分けられるとしている。長さ

6.0mm 以下の雑草メロン型、長さ 6.1 ～ 8.0mm のマクワウリ・シロウリ型、長さ 8.1mm 以上のモモルディカ

メロン型である。居家以岩陰遺跡の土器から確認された圧痕（No.45）の大きさは、長さ 7.17mm で、大きさで

分類するとマクワウリ・シロウリ型であった。また、弥生時代の土器圧痕からキュウリ属が確認された例はこれ

まで報告されておらず、栽培植物であるマクワウリ・シロウリ型の栽培と利用を示しうる例として重要な発見と

考えられる。

今回、縄文時代前期前半の土器から得られたニワトコは初夏、早期沈線文の土器から得られたブドウ属やダイ

ズ属、アズキ亜属、前期有尾式の土器から得られたシソ属（エゴマ）は中秋から晩秋の頃、弥生土器から得られ

たメロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）は、夏期に結実する。したがって、果実が結実して落下した種実がす

ぐに粘土に混ざり込んだとすれば、結実する初夏と、夏期、中秋から晩秋の頃に混ざった可能性がある。
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1．ブドウ属種子（No.11②）　2．ニワトコ核（No.36②）　3．ニワトコ核（No.36③）　4．ダイズ属種子（No.24）　5．ササゲ属アズキ亜属種子

（No.25）　6．キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）種子（No.45）　7．シソ属果実（No.38）

a：上面観　b：側面観　c：背面観　d：断面観　e：拡大

1a 1b 2・3 2

3 4a 4b 4c

4e 5a 5b 5d

5e 6a 6b 7a

第 129 図　第 129 図　土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（1）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（1）
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7b 8a 8e 8g

8b 8b 8e 9a

9b 9b 10a 10b

11f11a 11b 11e

7．シソ属果実（No.38）　8．不明種実（No.36①）　9．不明A（No.3）　10．不明B（No.10）　11．不明C（No.20）

a：上面観　b：側面観　e：拡大　f：斜め方向（上面側）　g：斜め方向（下面側）　

第 130 図　第 130 図　土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（2）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（2）
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２．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2018 年度）２．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2018 年度）
山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
ここでは、縄文時代早期の土器に確認された、種実の可能性がある圧痕を、レプリカ法により同定した。

試料は、あらかじめ國學院大學考古学研究室によって選定された土器片 10 点である。土器の時期は、縄文時

代早期である。

レプリカの作製方法は、丑野・田川（1991）などを参考にした。はじめに、圧痕内を水で洗い、パラロイド

B72 の 9％アセトン溶液を離型剤として圧痕内および周辺に塗布した後、シリコン樹脂（JM シリコン インジェ

クションタイプ）を圧痕部分に充填した。レプリカ作製後は、アセトンを用いて圧痕内および周囲の離型剤を除

去した。

次に、作製したレプリカを実体顕微鏡下で観察し、同定の根拠となる部位が残っている圧痕レプリカを同定し
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No.

試料
No.

時　期 分　類 出土位置 取上法
圧痕

残存面
分類群 部 位

長さ
（mm）

幅
（mm）

備　考

1 IY5-P8 縄文早期中葉 沈線文 T A1　10 層 点上げ 内面 不明 木材 - - 本書掲載 279

2 IY5-P17 縄文早期後葉 条痕文 子母口式 無文部 R ハ 8　第Ⅱ層群⑦層 点上げ 外面 × - -

3 IY5-P18 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 外面 不明 木材 - - 本書掲載 111

4 IY5-P19 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - -

5 IY5-P20 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 内面 不明 種実 2.27 2.06 本書掲載 123

6 IY5-P21 縄文早期中葉 押型文 （山形文帯状施文） T A2　9 層～ 10 層 点上げ 内面 × - - 本書掲載 141

7 IY5-P22 縄文早期中葉 沈線文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - -

8 IY5-P23 縄文早期中葉 沈線文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - - 本書掲載 413

9 IY5-P24 縄文早期中葉 沈線文系 無文部 T A1　9 層 点上げ 外面 × - -

10 IY5-P25 縄文早期後葉 条痕文系 無文部 T A2　9 層 点上げ 断面 × - -

1f1e1d1c

1．不明種実（分析No.5：IY5-P20）

a：土器写真（スケール：10mm） b：圧痕部分の拡大写真（スケール：1目盛り1mm） c-f：レプリカの走査型電子顕微鏡写真

1a 1b
圧痕位置

第 131 図　第 131 図　土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）

第 88 表　第 88 表　土器の種実圧痕の同定結果（2018 年度）土器の種実圧痕の同定結果（2018 年度）
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た。その後、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製 超深度マルチアングルレンズ VHX-D500/D510）で撮影を行った。

土器は國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
10 点のレプリカのうち、1 点が不明種実の圧痕、2 点が不明木材の圧痕であった（第 88 表・第 131 図）。

以下に、確認された種実圧痕について記載を行い、同定の根拠とする。

① 不明　Unknown　種実（分析 No.5：IY5-P20）

扁平な球体。表面は平滑。ややざらつく果皮状の構造がわずかに見られる。大きさと形態はシソ属果実にも似

るが、着点や表面構造など、同定に必要な特徴は残存していない。

（３）考（３）考  察察
土器に確認された種実圧痕についてレプリカ法により同定したところ、縄文時代早期前葉～中葉の回転縄文土

器に不明種実の圧痕が確認された。形態から種実の可能性が考えられるが、同定に必要な特徴が残存しておらず、

不明種実とした。今後、類似する形態で表面構造が残存する試料が確認されれば、今回の試料も再度検討できる

可能性がある。

引用・参考文献引用・参考文献

丑野 毅・田川裕美　1991「レプリカ法による土器圧痕の観察」考古学と自然科学 24、pp.13-36

３．レプリカ法による土器虫体圧痕の同定（2017 年度）３．レプリカ法による土器虫体圧痕の同定（2017 年度）
森 勇一・佐々木由香・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
調査・観察した分析試料は、居家以岩陰遺跡から出土した虫体圧痕である。昆虫圧痕は、第 2 次調査において

岩陰部ハ 6 第Ⅰ層群（EL － 105 ～ 110cm）から出土した縄文時代前期の十三菩堤式の深鉢胴部外面より検出さ

れた圧痕 No.28 である。圧痕の作製方法と走査型電子顕微鏡撮影は、本節１項を参照されたい。

同定は、電子顕微鏡写真と実体顕微鏡下でレプリカを観察して行った。

（２）虫体圧痕の特徴および同定結果（２）虫体圧痕の特徴および同定結果
虫体圧痕の全長は 8.08mm、幅 2.49mm（胸部）であった（第 132 図 -1）。圧痕試料は、頭部・胸部および腹

部の計 3 体節で構成されており、昆虫綱に分類される成虫の側面観である（第 132 図 -2）。圧痕には硬化した上

翅（鞘ばね）や前胸背板が認められ、甲虫目（鞘翅目）に所属する昆虫と考えられる。

上翅は長さ 4.8mm、上部より約 1/3 の部分で下方に凹み、全体として前後方向に湾曲し、左右にも大きく屈

曲している。上翅には、やや大きめの円形点刻が配置され、それらは前後に延び点刻列を形づくるように見える（第

132 図 -1，2，3，8）。前胸背板はやや幅広であり、胴部（2 上翅を含む全幅）と同大か、これよりいくぶん小さ

い。前胸背板は前後・左右ともに湾曲し丸みを帯び、全体として円形を呈する。同部背面には微細点刻が密布さ

れる（第 132 図 -6，7）。頭部には 2 複眼と、大顎様口器が認められる（第 132 図 -4，5）。

以上の形態的特徴より、本標本はハムシ科 Chrysomelidae ないしゾウムシ上科 Curculionoidea に分類される

昆虫であると推定される。本試料に見られる著しく硬化した上翅や、同じく著しく硬化した前胸背板、および円

形を呈する前胸背板の形状から、本標本がハムシ科に所属する昆虫である可能性は除かれる。ゾウムシ上科には、

マメゾウムシ科 Bruchidae や、ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae、ミツギリゾウムシ科 Brentidae、ホソクチゾウ

ムシ科 Apionidae、ゾウムシ科 Curculinidae、オサゾウムシ科 Rhynchophoridae、オトシブミ科 Attelabidae など

が所属する（平嶋ほか 1989）。細長で筒型を呈する本試料の形状は、楕円形のマメゾウムシ科と異なり、また長

柱状のミツギリゾウムシ科や胸部が小さく胴部が極端に膨らむホソクチゾウムシ科、被針形のオサゾウムシ科と

も区別された。結果として本試料は、ヒゲナガゾウムシ科かゾウムシ科に分類される昆虫であると考えられる。
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ヒゲナガゾウムシ科に属する昆虫は、わが国でおよそ 126 種（林ほか 1984）が記載されているが、いずれも

小型であり、分布の上では南西諸島などに生息する種群が多く、本試料がヒゲナガゾウムシ科に同定される可能

性はきわめて乏しいといえる。その一方で、ゾウムシ科は、わが国で約 500 種（中根 1975）、世界では 50,000 種（平

嶋ほか 1989）にも達する大分類群である。ゾウムシ科の名称は、口吻部が象の鼻のように長いことに由来して

おり、本科に属する昆虫の大部分は長い口吻を有し、土器圧痕より観察される「口吻部が突出せず、大顎に似た

四角形の口器を有する」ゾウムシ科は多くなく、圧痕昆虫と同様の特徴を有するゾウムシ科昆虫は林ほか（1984）

では、ヒゲボソゾウムシ属 Phyllobius に計 12 種、クチブトゾウムシ族 Cyphicerini に計 24 種が記載されている

のみである。

なお、ヒゲボソゾウムシ属やクチブトゾウムシ族に属する昆虫は、金緑色や黄色など鱗片由来の色彩豊かな種

類が多く（中根ほか 1984）、体表面の色が同定上重要な指標の一つとなっている。圧痕昆虫では、もとより色彩

情報は得られないため、①分布や②大きさ、③形態の違いなどを手がかりに分類を進めることになり、おのずと

限界がある。

この結果、居家以岩陰遺跡から出土した圧痕昆虫は、①～③の条件をすべて満たす以下 3 種のいずれかの昆虫

か、この近縁種である可能性が考えられるが、あるいは「口吻部が突出せず、大顎に似た四角形の口器を有する

ゾウムシ科」に形態のうえで似るゾウムシ科とはまったく異なる甲虫目である可能性（たとえばカミキリムシ科

の小型種）も考えられ、難しい。

参考までに、①～③の条件をすべて満たす昆虫とは、いずれもヒゲボソゾウムシ属に属するリンゴコフキゾウ

ムシ Phyllobius armatus（体長 8.0 ～ 8.5mm）、ミヤマヒゲボソゾウムシ P. annectens（同 8.0 ～ 8.9mm）、アオヒ

ゲボソゾウムシ P. prolongatus（同 8.0 ～ 9.0mm）である。

（３）考（３）考  察察
従来、土器圧痕として報告された昆虫として、貯蔵された食物（デンプン類）に発生していたとされるコクゾ

ウムシ Sitophilus oryzae が、縄文時代前期～中期の青森県三内丸山遺跡（小畑 2013・2014、小畑・真邉 2014）、

弥生時代中期の長野県松原遺跡（馬場・遠藤 2017）などで知られている。

居家以岩陰遺跡から検出された圧痕昆虫は、同じゾウムシ科に属する昆虫であるが、貯穀性のコクゾウムシ（体

長 2.3 ～ 3.5mm）よりはるかに大きく、これとは異なる昆虫であった。仮に、居家以岩陰遺跡の試料がヒゲボ

ソゾウムシ属の一種に同定されるとすれば、居家以岩陰遺跡の縄文時代前期の土器に圧痕を残した昆虫は、主に

クリやナシ亜科などの落葉広葉樹の葉を加害していた食葉性昆虫であったと考えられる。

引用・参考文献引用・参考文献

小畑弘己　2013「土器圧痕・生体化石資料の比較検討による縄文集落における植物性食料の貯蔵形態と家屋害虫の実証的研究」

特別史跡三内丸山遺跡年報 6、pp.40-50

小畑弘己　2014「三内丸山遺跡からみた貯蔵食物害虫 Sitophilus 属の生態と進化過程の研究」特別史跡三内丸山遺跡年報 17、

pp.76-85

小畑弘己・真邉 彩　2014「三内丸山遺跡北盛土出土土器の圧痕調査の成果とその意義」特別史跡三内丸山遺跡年報 17、

pp.22-53

馬場伸一郎・遠藤英子　2017「弥生時代中期の栗林式土器圏における栽培植物」『資源環境と人類』7 pp.1-22、明治大学黒曜

石研究センター

中根猛彦　1975『学研中高生図鑑 昆虫Ⅱ』学習研究社

中根猛彦・大林一夫・野沢 鎮・黒沢良彦　1984『原色昆虫大図鑑Ⅱ』北隆館

林 匡夫・森本 桂・木元新作　1984『原色日本甲虫図鑑Ⅳ』保育社

平嶋義宏・森本 桂・多田内 修　1989『昆虫分類学』川島書店
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87

65

43

21

1．虫体圧痕の背面観．胸部（前胸背板）と左右上翅が観察される　2．虫体圧痕の左側面観．頭部と胸部, 左上翅が観察される　3．虫体圧痕の頭部背面観

4．虫体圧痕の頭部前面観　5．頭部前面の拡大　6．胸部の左側面観　7．胸部の左側面の拡大（頭部との境寄り）　8．上翅側面の拡大

第 132 図　第 132 図　土器の虫体圧痕レプリカ（No.28）の走査型電子顕微鏡写真土器の虫体圧痕レプリカ（No.28）の走査型電子顕微鏡写真
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第４節　９号人骨付近出土赤色物の蛍光Ｘ線分析第４節　９号人骨付近出土赤色物の蛍光Ｘ線分析

竹原弘展

（１）試料と方法（１）試料と方法
岩陰部の 9 号人骨付近から出土した赤色物について、蛍光 X 線分析を行い、材質を検討した。

分析対象は、岩陰部のロ 9 グリッドにおいて 9 号人骨のすぐそばで土に混ざって出土した赤色物である（第

89 表）。時期は、縄文時代前期とみられている。取り上げられた土の中に少量混ざる赤色部分を実体顕微鏡下で

確認し、セロハンテープに極微量採取して分析試料とした。

分析装置は、エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置である株式会社掘場製作所製分析顕微鏡 XGT-5000Type Ⅱ

を使用した。装置の仕様は、X 線管が最大 50kV･1.00mA のロジウムターゲット、X 線ビーム径が 100µm また

は 10µm、検出器は高純度 Si 検出器（Xerophy）である。検出可能元素はナトリウム～ウランであるが、ナトリ

ウム、マグネシウムといった軽元素は蛍光 X 線分析装置の性質上、検出感度が悪い。

本分析での測定条件は、50kV、1.00mA（自動設定による）、ビーム径 100µm、測定時間 500s に設定した。定

量分析は、標準試料を用いないファンダメンタル ･ パラメータ法（FP 法）による半定量分析を装置付属ソフト

で行った。

さらに、蛍光 X 線分析用に採取した試料を観察試料として、生物顕微鏡で赤色物の粒子形状を確認した。

（２）結（２）結  果果
分析により得られたスペクトルおよび FP 法による半定量分析結果を第 133 図 -1 に示す。

分析の結果、ケイ素（Si）、アルミニウム（Al）、鉄（Fe）が主に検出され、ほかにリン（P）、硫黄（S）、カ

リウム（K）、カルシウム（Ca）、チタン（Ti）、マンガン（Mn）が検出された。

生物顕微鏡観察により得られた画像を第 133 図 -2 に示す。赤色パイプ状の粒子は観察されなかった。

（３）考（３）考  察察
赤色顔料の代表的なものとしては、朱（水銀朱）とベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀（HgS）で、鉱

物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定される。ベンガラは狭義には三酸化二鉄（Fe2O3、鉱物名は赤

鉄鉱）を指すが、広義には鉄（Ⅲ）の発色に伴う赤色顔料全般を指し（成瀬 2004）、広範な地域で採取可能であ

る。また、ベンガラは直径約 1µm のパイプ状の粒子形状からなるものも多く報告されている。このパイプ状の

粒子形状は鉄バクテリア起源であると判明しており（岡田 1997）、鉄バクテリア起源の含水水酸化鉄を焼いて得

た赤鉄鉱がこのような形状を示す（成瀬 1998）。鉄バクテリア起源のパイプ状粒子は、湿地などで採集できる。

今回分析した試料からは、ケイ素など土中成分に由来すると考えられる元素は検出されたものの、水銀は検

出されなかった。一方で鉄が検出されているため、赤い発色は鉄によると推定できる。すなわち、顔料としては

ベンガラにあたる。パイプ状粒子は観察されず、いわゆるパイプ状ベンガラではなかった（第 133 図 -2）。

（４）おわりに（４）おわりに
9 号人骨付近の土に混ざって出土した赤色物を分析した結果、鉄（Ⅲ）による発色と推定された。顔料として

はベンガラにあたる。

引用・参考文献引用・参考文献

岡田文男　1997「パイプ状ベンガラ粒子の復元」日本文化財科学会第 14 回大会研究発表要旨集、pp.38-39

成瀬正和　1998「縄文時代の赤色顔料Ⅰ―赤彩土器―」月刊考古学ジャーナル 438、pp.10-14．

成瀬正和　2004「正倉院宝物に用いられた無機顔料」正倉院紀要 26、pp.13-61
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No. グリッド 層 位 取上法 備　考

IY4-So1 岩陰部 ロ 9 第Ⅱ層群 e 層 一括 9 号人骨付近出土。 ほとんど土に混じる。

1. 蛍光 X線分析結果

2. 生物顕微鏡写真

第 133 図　第 133 図　9 号人骨付近出土 赤色物の分析結果9 号人骨付近出土 赤色物の分析結果

第 89 表　第 89 表　9 号人骨付近出土の赤色物 分析対象試料9 号人骨付近出土の赤色物 分析対象試料
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の 5 第 第 の の

の

３．人骨出土状態の記録
の ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ の

の 第 次の と の

の の の

の の ・

5 ・ ・

の と の の の

次

の の の 研究 の ・

章

76 8 94

0 1 : 40 1 m

2

3

8

9

4

S
B
2

期 骨期 骨

性

第 134 図　岩陰部 埋葬人骨の分布状況
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研究 の の と

の

研究 ・ の と の と

の の 次 の 成

の 成 の 成 の

次 の ・ 成

第２節　出土人骨個体の埋葬状況

の第 5 次調査 の の

の と 第 次調査 調査

の と の

の第 の 第 ・第 の

果 第 章の第 と の 第 章の の

１．１号人骨 第 5
（１）発掘調査の経過

5 第 次調査の の の ・

の の の

の

と と と とと 調査

と 第 次調査 の とと と

次 の 調査

第 次調査 の 調査

と 次 と

と ・ の の

5 と

の 第 第 の

の の ・ ・ ・

の の の の

次 と と の の の と

の の

の の 査 と の第 4 次調査

（２）出土した人骨
の の と の

の の

と 括 ・

・ ・ ・ ・ ・ と の

の 調査 の

章
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第 章　 の 調査

の の と ・ と ・

・ ・ ・ の の と

・ ・ ・ の

 4  の の 成 と

（３）出土状況
の 第 5 の

の

5 の の の 第

の の の の の 45

章

648.6m

0 1 : 6 30cm

8

イ 8
9

イ 9

第 135 図 1 号人骨検出状況 実測図
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の 第 の ・ と と

第 の の 4

のと ・ ・ の と

の の と

の の第 と第 4

4 と

の の

の と の

の

（４）出土遺物
の ・ の

の ・ の の

の の と の

の の

の の

の

と の と

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の と 第 4

4 4 5 4 5 4 5

4

の 4   

5 4 4 5   5 4 と の

の

（６）1 号人骨土壙実測図の修正について
の の  第 次・第 次 調査

第 次調査 の の 査と 第

4 次調査 の 査 とと 4 の と 果

の ・ 第 の ・ ・ 第 第

の の第 5 の の研究 と

２．２号 + 15 号人骨 第 ・

（１）発掘調査の経過
5 第 次調査 5 第 5 次調査

研究 の と と

・ 5 調査

第 次調査 の の ・ の

の 調査

の

第 4 次調査 の 第 次調査 の ・

・

と の の の

章
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第 章　 の 調査

第 の の の

と のと 第 4 次調査

と 第 5 次調査 の と の

の のと の の

第 5 次調査 の第 の 調査

と と 5

と 5 と 第 4 の

の と と の

の の

第 次調査 の

章

0 1 : 6 30cm

8

9

8

9

第 136 図 2 号 + 15 号人骨検出状況 実測図
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（２）出土した人骨
第 次調査 第 5 次調査 4 の 5

第 第 の

・ ・ 第

第 5 第 4 の と ・

の と の と ・ ・

・ の

の の の第 の 5 と

成 の の の

（３）出土状況
第 の

5 の の と の 第 の

の 4 5 第 の

第 4

第 ・ の の

と 第 と第 4 5   

（４）出土遺物
の 4 の ・ の

の の の の

の 第 4 第 4 の

の と の

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の 5 の と 第

4 の

  5  4 と 5

4 4 の   

5 4 と の と の の の

5 の の

と

３．３号人骨 第

（１）発掘調査の経過
の第 次調査 の第 と

調査 の の の 調査 の第 4 次調査

果 と と と 第 の の

と と の の

の と

（２）出土した人骨
第 4 次調査 の

の と

・ と の と

章
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第 章　 の 調査

・ ・ ・ の

（３）出土状況
第 の  の

の と

と と

の の 5 5

の の と 5

と 5 と

（４）出土遺物
の の

と の の

と

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の と の 果 44   の 第

の 5 4   4 4 4   

4   4 と の 4 と と

４．４号人骨 第

（１）発掘調査の経過
4 ・ の第 次調査

と の の ・ ・

・ の と 4 と

第 次調査の と

5 の

・ 果 の ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

章

イ 8

イ

8

0 1 : 6 30 cm

S

第 137 図 3 号人骨・5 号人骨検出状況 実測図
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・ ・ と の の

と の 次

の 第 次調査の と と

の第 4 次調査 4 の 調査

4 の 第 第 の の

の と の

と のと の 第 4

次調査 の の の

と の

（２）出土した人骨
の ・ ・

・ ・ の の ・ ・ の

・ の ・ ・ ・

の ・ ・

・ ・ ・ の

の ・ ・ の と

・

章

S

S

S

S

イ 8

イ 9

8

9

0 1 : 6 30cm

第 138 図 4 号人骨検出状況 実測図
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第 章　 の 調査

の 成 5   の 成 と 成 の の

の の と の

と

（３）出土状況
第 の の 4 4

の の の の

の の 4 の と の の

の と 4 の の の

と

の ・ ・ と の の の

の ・ ・ ・ の のと

の と

と の の と ・ の

の 次

の の と の の の の

の の

（４）出土遺物
4 ・ の の

の の の

の の と の

の 4 の のと

と ・ の

の 第 の 第 4 4 ・44 5

の

の と の と

と の ・ の

の 第 4

（５）考古年代と放射性炭素年代
4 の と 第

4 5

の の

     5

  5 4 と 4 の の

と の

の の と 果 4

の

章
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５．５号人骨 第

（１）発掘調査の経過
5 の第 次調査 ・ の

の の 調査 の と の

と の の と 5 第 の

と の の

第 と の の

（２）出土した人骨
と の と ・ ・

・ の ・ の の

の 成 と

（３）出土状況
の の

（４）考古年代と放射性炭素年代
と 5 5

の 5 5 4 4  4 4 4 4 5  

と 第 5 の 4 5 の

の 5 の

６．６号人骨
（１）発掘調査の経過

調査の第 次調査 5 の第 の と の

と

（２）出土した人骨
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 ・ ・

の の の の

4 の と

（３）考古年代と放射性炭素年代
の と 5

の 44   4  

 と 第 の の

5 と

７．８号人骨 第

（１）発掘調査の経過
の第 4 次調査 の第

と の と調査

の の の と ・ ・ ・

の ・ ・ と の の

の 調査 と

の の と 調査

章
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第 章　 の 調査

の と の の

の と の の の

のと

の の

の と

と の の の の

と の の の ・ ・ ・ と と

（２）出土した人骨
の 第 第 5 と の の

と と の と

章

9

9

0 1 : 6 30cm

9

8

8

第 139 図 8 号・9 号人骨検出状況 実測図
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の

・ ・ 成 の の

・ の の ・ ・

と ・ の ・ と ・

と の と のと の

と の の ・ ・

　 の と の と の の  

5  45 の と

（３）出土状況
第 の の の と の

と の の の

と と の 4 4 と の の

の   

・ ・ ・ の

と の の と の

と

の ・ ・ の

の と の の

の 調査 の と 調査

（４）出土遺物
の 4 の ・ の の

の の の の

の と の

第 第 4 第 4 ・ の 第

45 次 4 5

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の と 4 4

の 果 第 の

  5 4 と の の

と

８．９号人骨 第

（１）発掘調査の経過
第 4 次調査 の の第 の 調査

の と の の

の と の と

の と

（２）出土した人骨
の第 4 次調査 5 の

の と の

章
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第 章　 の 調査

と

（３）出土状況
と の の の と と

次 の の の

の と 第 章第 4

（４）出土遺物
と 5

の

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の と 5 4

の 5   5 5  

5 5   と 第 の の

の と と と

と の 果 の

5 4 と

９．10 号人骨 第 4

（１）発掘調査の経過
の第 4 次調査 ・ 第 と

の の

と と 調の の の

と の と

の 調 のと と

の と の の と

の の 第 の

の

と と と の

の の の の

の の

の と 第 と と

第 第 の の の

の 第 5 次調査

（２）出土した人骨
第 4 次調査 5 の

・ ・

のの ・

の ・ の と の

の の  の 成 と

（３）出土状況
第 の と の の

の の

章
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と の 4 と

の 5 の

の の の

の の の の ・ ・ ・

（４）出土遺物
第 の と

章

9
9

0 1 : 6 30cm

第 140 図 10 号人骨検出状況 実測図
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第 章　 の 調査

5

4

第 5 の の

第

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
と 第 4

の

4   5   と

4 の   5 4 と

の と の の の の の

の と

10．12 号人骨 第 4

（１）発掘調査の経過
の第 5 次調査 の の

と 調査 の の の

と の の 第 の

の と

と 第 第 と の

（２）出土した人骨
の 第 ・第 の 5 の

・ ・ の

と の

と の 4  と

（３）出土状況
の第 の

の の 4 調査 のの

・ の

（４）出土遺物
4 5 4 の

の 第 ・ ・ 4

第 の 第 4 5

次 の と

5 第 4 4 の 4 と

4 の の の 5 と の と

第 5 第 5 5 の

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
の と の 果 4 の

第 の 4 5  

 4 4 4   と の 5 の

章
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の と の

第 の の

11．その他の個体（７号人骨・11 号人骨・13 号人骨・14 号人骨）
の の の 調査と

の第 4 次調査 5 の第 査

の第 5 次調査 の の 果 の の

の と の

と 括 とと

の第 4 次調査 の

の第 と と

章

イ 9

イ 8

0 1 : 6 30cm

第 141 図 12 号人骨検出状況 実測図
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第 章　 の 調査

の第 次調査 の 果 の の

の の の と

・ の と の 研究成果

の研究

の第 5 次調査 と

の の と の

と と

4 の第 5 次調査 ・ の の 果 ・

・ ・ の の の

と の の と と と

12．人骨集積 A
の第 4 次調査 第 の 査 5

と と の第 5 次調査 第

4 の 調査 と

の の の

の の と と

第 の の の

の の調査と の の調査 とと

の第 次調査 4・5 の 調査 の の と の

の の の 5・ 4・ 4・ ・

と と の

の と

の と

成 の の の と の

・

と と の

の と と

の

の 調査 ・ ・ 4・5 の の

と の と 調

査 ・ ・

章
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章

層 位 考古年代 性 別 推定年齢

（ 痕 ）
3 前

2 4

（ 痕 ） 12 15

（ 痕 ）

（ 痕 ） 15 3

前 前 （ ）

上部 前 前 （ ） 3 4

8 （ 痕 ）
3 35

2 45

9 （ ） 前 前 （ ）

（ ） （ 痕 ） 2 3

（ 痕 ）
2 3

1） の の の 4 の る

8 9

1 2 1 1 5

イ 1 1

1 1

1 1 2

1 2 2 2 7

イ 8 4 1 1 2 16

イ 11 1 2 2 3 14 33

イ イ 1 1 2

1 1

7 1 1 40 49

1 1

1 1

1 1

1 1

1 28 2 13 7 0 5 64 120

8 9

1 1 2

4 2 1 2 4 5 18

2 3 2 4 2 2 15

1 3 4

1 1 1 1 2 6

8 4 1 2 8 12 35

1 1

2 12 2 19 5 4 43 82

17 22 2 9 38 5 11 64 163

第 90 表 出土人骨 個体別一覧表

第 91 表 土壙覆土出土土器 集計表

第 92 表 土壙覆土出土石器・貝製品・骨角牙製品 集計表
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第 4 次・第 5 次 調査の と の 果とと の

と 研究成果 成 4 と の

調査 次 と 成果 の

の研究 との と 成 研究 研究

の と の 成 研究 課題 研

究 研究 成 ・ ・ ・ ・ 研究

研究 研 研究の成果の 第 5 次調査

の研究成果の と

１．発掘調査の概要
の第 4 次・第 5 次 調査 の と ・ ・

・ ・ の 調査 の 5

の の調査 の

の の と の ・

の の の

調査 第 5 次調査

5 の 調

の とと 4 の 5

の の

5 調査 の の

２．遺跡形成の時期と層序
の と の ・ の

の の ・

の

第 5 次調査 の の ・

の 4 5 と の の 4

5 の ・ の ・ ・

・ ・ の ・ ・ の

の の の

と の

の と と と 第 5 次調査

の の 第

第 調査

の の 第 の の

の と

９

章
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の ・ ・

・ ・ の と のと

5 の の の

の 4 5  の の  

 の と の の 成 と

第 章第

３．岩陰内の埋葬人骨群
の第 の の と

の第 次調査 の の第 5 次調査

第 と

・ と ・

・ の ・ ・ の

と の

第 5 次調査 5 の の の

4  と 5 5 の

第 の 5   の

の の の の ・ ・

の の の の

の 第 次調査 の の

の の 第 4 次調査の の

と と

の の の

第 の の

第 の の の の

の 研 研究と の

の

の ・ の と

の の研究成果 と

の の と の の 成

と と の

の と M iz uno et al  の の

の の と M iz uno et al  

の ・ ・ ・

の 調査 の

の の の 第 の

の ・ 研究の成果 の研究 の研究

４．早期人骨の埋葬法について
の の 4 ・

の の ・ の 次 5

5 の の 次

９

章
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第９章　総 括 ―第 4 次・第 5 次調査の研究成果と課題―

の

第 次調査 の と

の と の と

の と と 第 と

第 4 4 の と の と の

の

の 成 の の

と のと ・

第 4 次調査 の 調査 と の

９

章

14

1 2 3  
7413 28 （ ）
74 5 28 （大 ）

8323 818   （ 5 4 ）
8321 8176  （ 5 4 ）

上

2 2 4 部  7342 2 （右 ） 82 3 8 35  （ 4 1 ） の 部

3 IY3 部  7644 23 （ ） 846 8388  （ 4 ）
上

4 3 4  
73 2 （左 ）
7341 35 （右大 ）

817 8 32  （ 5 4 ）
82 8 8 28  （ 1 5 ） 部

5 IY3
り れ

前 5713 21 （左 ） 6565 6434  （ 4 4 ）
部

の

6 IY3 上部 前 53 1 27 （右大 ） 67 6672  （ 6 ）
頭 体 上 の 部

7 IY4  
面頭 （ ） 上部 大

の 部

8 IY4  7424 3 （ ） 833 8182  （ 5 4 ）
頭 上 胸 左右
の 部

IY4 前 5 48 21 （ ） 68 5 6715  （81 5 ）
頭 上 の 部

1 IY4  
747 23 （ ）

738 23 （大 ）

8364 8278  （56 3 ）
8268 82 1  （3 1 ）
8311 817   （ 5 4 ）

上

11 IY4  
の 面 り

上 （ ）

12 IY5 部  778 23 （ ） 86 4 8516  （ 3 1 ）
（ ）

13 IY5  
の 面 り上

（ ）

14 IY5  
大 上 部

の

15 IY5 部  7438 23 （ ） 8333 81 1  （ 5 4 ）
頭 上 上

IY5  
体が 頭

5 体 上
6

1） 3 （2 16 ） , 4 （2 17 ） , 5 （2 18 ） の 体

2） 2 と 15 体の り

3） 13 る 2 の る と の

4） の の の る

第 93 表 出土人骨一覧
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の 第 5 次調査

5 ・ ・ ・ の ・

の と

のの の

第 の の 成 ・ 成

の の ・ と の

と と の

の の と 課題

の と と

の調査 の

５．早期縄文人集団の動植物資源利用
の 成 ・

・ の の

の ・ と

・ 査

の の

とと の 調査 の ・ の 果

の と 果 の の の の

の

と の

第 5 次調査 の ・ ・ 5

4 第 章第 4 の

と の と

成 と ・ の ・調 ・

の の と と

と

と の の の

の のの の 調

と の の

・ の

成 の と

の のと ・ の ・

の の と

・ の

６．早期縄文人の行動と遺跡形成の変化
の と 成の と の

の 成 と

第 4 次調査 の の の の

と の との

次の の 成 調と の の

９

章
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